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9 月 8日（日）、親子稲作体験 in あらぎ島（主催：JAありだ・（一財）ふるさと開発公社）が行われ、90
人の参加者は 5月に田植え体験をした田での稲刈りに汗を流しました。
参加者は稲刈り体験後にアユのつかみ取り体験や水鉄砲作りを行い、清水の豊かな自然を満喫しているよ

うでした。

8月 28 日（水）、有田川町と有田川町社会福
祉協議会との共催で第 5回有田川町社会福祉大
会を開催しました。大会は吉備福祉太鼓の皆さま
による力強い和太鼓の演奏で幕を開けました。
式典では、多年にわたり社会福祉の発展向上に
貢献された方々の功績をたたえ、町長表彰状を
26人に、会長表彰状を 7人に授与し、会長感謝
状を 28人に贈呈しました。受賞者の皆さま、お
めでとうございます。
記念講演は、佛教大学 福祉教育開発センター 

金田喜弘氏を講師としてお招きし、「つながりづ
くりからはじまる地域福祉～地域に根ざした福
祉実践を目指して～」をテーマにご講演いただき
ました。地域福祉とは何か、福祉のまちづくりの
基本は何か、といったことをわかりやすく説明し
ていただき、私たちが住みやすい有田川町につい
て考えるきっかけとなりました。
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前岡キヌヱさん（庄）
（写真右から 2人目）

和歌山県の産業表彰制度「一社一元気技術」の
募集で、優れた技術・製品が認められて町内 5社
が登録されました。県全体で 13 社の登録があり、
当町の 5社は市町村別にみると最多です。
これらの報告のため、今回登録された事業者が

町長を表敬訪問されました。

●登録事業者（表敬訪問者）
・SIL（代表　宮尾隆弘さん＝写真左から 2人目）
・岩倉撰果機製作所（代表　岩倉伸治さん＝写真左から 3人目）
・TurnBuckle（代表　堺俊樹さん＝写真左から 4人目）
・坂口製作所和歌山工場（工場長　下垣彰伸さん＝写真左から5人目）
・まつさか農園（代表　松坂進也さん（欠席））

8 月 18 日（日）、明恵の里スポーツ公園グラウンドで壮年野球大
会（主催：有田川町体育協会野球部）が開催され、天満区が優勝し
ました。写真は天満区（左写真）、準優勝の糸野区（右写真）の皆さ
まです。おめでとうございます！
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横岩 史さん（二川）
横岩さんは、平成 16年（2004 年）に旧清水町が募集した「ぶ

どう山椒」を使った産品の研究開発に取り組むメンバーに応募し
たことをきっかけに、山椒料理開発グループ（現在の有田川町生
活研究グループ清水支部）を結成。料理発表会や加工品開発、レ
シピ集の作成による山椒に関する情報発信などを行ってこられま
した。現在も、地元中学校での料理教室の開催やマスコミを通じ
た山椒の PR など、地域の食育活動や地産地消活動等を積極的に
行っています。また、JAありだ女性会会長や、有田川町・有田地
方生活研究グループ連絡協議会会長なども歴任されてきました。
農山漁村における男女共同参画の実現を目指す動きの中、県内
外への販売イベントの参加やマスコミへの出演の機会などが多く
なり、地域の女性たちにとって家庭内だけでなく、社会的にも外
部へ出る環境作りに貢献されています。

8月 20 日（火）、有田川町楠本地内にある故小
西巡査部長慰霊碑に対し、湯浅警察署長  湊隆弘さ
んやＦＭマザーシップ社長  坂口綠さん、中山町長
ら「故小西巡査部長顕彰会」関係者が献花式を執
り行いました。
故小西巡査部長は、今から 97年前の大正 11年

（1922 年）8 月 16 日に旧清水町内で発生した拳
銃による強盗事件に立ち向かい、殉職されました。
故小西巡査部長顕彰会では、この功績を後世に語
り継ぐ活動を行っています。

文化祭
●日時／ 10月 19日（土）、20日（日）ともに 9時～
●場所／きび体育館など

イベント・催し
●日時／ 10月 20日（日）10時開会、19時～ 花火どんどん
●場所／花の里河川公園周辺
※マラソン大会「モンテ・オウ・コスモス」同日開催！

※タイムスケジュールなどの詳細は町ホームページでご確認ください。
※花の里河川公園周辺で開催のイベントは雨天の場合、花火のみを翌日に延期します。
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有田川町では
俳句交流大会が行われます！
ねんりんピックとは
「ねんりんピック」の愛称で親しまれる「全国健康福祉祭」は 60歳以上の方々を中心
とした健康と福祉の祭典です。スポーツや文化など多彩なイベントが開催され、地域や
世代を超えた交流の輪が広がっています。
例年、スポーツ・文化交流大会には全国から約 1万人の選手・役員が参加します。そ
の他開催期間中、美術展や健康関連イベントも多数開催されます。

俳句交流大会
俳句は日本の伝統文化であり、五・七・五の十七音から成る世界最短の詩といわれて
います。季語を用い、自然や四季を詠むのが特徴です。
有田川町で行われる俳句交流大会では、事前に応募が必要な「募集句」（受け付け終了）

と開催日当日に投句する「当日句」があります。

●開催日／ 11月 10日（日）
●大会会場／金屋文化保健センター
●吟行会場／田殿丹生神社・水崎農園（大谷）（みかん狩り）
※ JR 藤並駅と大会会場間、大会会場と各吟行会場間で無料シャトルバスを運行します。
●当日句の投句方法
11 月 10 日（日）9時～ 11時 30分に大会会場と吟行会場で配布する「所定の投句
用紙」に未発表作品 1人 2句（吟行会場周辺の嘱目）以内を楷書で記入の上、大会会
場と各吟行会場に設置する投句箱に投句してください。投句は無料です。当日句に年
齢区分はありません。
●大会当日スケジュール（午前の部）
9:00 　参加受け付け（当日句投句用紙配布）
9:00 ～ 11:00　吟行
11:30 　当日句締め切り
※午後の部は 12時 30分から開会式、記念講演、募集句・当日句入選者の発表・選評・
表彰を行います。16時閉会予定。

たくさんのご参加

お待ちしております！
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開設日時など
子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00・13:30 ～ 16:30

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10:00 ～ 11:30（9:30 受け付け開始） 

14:00 ～ 15:00（13:30 受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（10 月 23 日）10:00 ～ 11:00 
　※ 9:30 受け付け開始　※受け付け後、10:00 まで自由遊び 
●内容／お散歩ハロウィン
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

ママのキレイを応援講座
ハンドマッサージ＆ネイルケア

●日時／ 10 月 28 日（月）10:00 ～ 11:30
●場所／子育て支援センター
●講師／Nail AVANCE. イオンモール和歌山
店 店長 西井沙季さん

●対象／未就学児を子育て中のお母さん
●定員／ 20 人（先着順）　●参加費／無料
●申し込み予約／子育て支援センターまで予
約が必要です。10月8日（火）受け付け開始。
定員になり次第受け付け終了。

健康みちしるべ
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10 月 18 日（金）
8:00 ～ 8:30　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）1月 15 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）1月 26 日（日）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

令和 2年（2020 年）2月 16 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

申し込みは健康推進課（金屋庁舎）ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

10 月 2日（水）・11月 6日（水）

■場所／金屋文化保健センター

10 月 3日（木）金屋文化保健センター
10 月 7日（月）清水保健センター
10 月 10 日（木）金屋文化保健センター
10 月 17 日（木）金屋文化保健センター
10 月 24 日（木）金屋文化保健センター
11 月 7日（木）金屋文化保健センター
11 月 11 日（月）清水保健センター

4 カ月児健診［令和元年（2019 年）6月生まれ］
　10 月 29 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30年（2018 年）11 月生まれ］
　10 月 1日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6カ月児健診［平成 30年（2018 年）2月生まれ］
　10 月 16 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）7月生まれ］
　10 月 23 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6カ月児健診［平成 28年（2016 年）3月生まれ］
　10 月 9日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

10月 7日（月）・11月 11 日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

医療費状況（令和元年（2019 年）8月）
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高齢になっても暮らしやすい有田川町を目指し、日々

のちょっとした困りごとを住民同士の助け合いで解決し

8月 22 日（木）、きび保健福祉センター

で「介護予防」「地域づくり」「生涯現役」

をテーマに地域づくり出張講座「井戸端会

議 in 田殿」を行いました。

講座の前半には、有田川町の地域づくり

を支援する NPO 法人ひだまりの和による

“地域づくり新喜劇 ”。私たちの地域によく

ある課題について、会場を巻き込みながら

笑いと涙を交えて演じました。夏休みとい

うことで、小学生も役者に加わり、会場は

ほっこりした笑いに包まれました。後半は

参加者がグループに分かれて、身近な困り

ごとや解決策について話し合いました。

この講座は、これからも各地域で行う予

定です。最寄りの会場で開催の際はぜひご

来場ください。一緒に “井戸端会議 ”をしま

しょう！

住民による住民のための地域助け合いグループ
ぬくもりの輪
しています

お手伝いできること（1回 100 円）
・ゴミ出し（分別済みのもの）

・電球交換（交換のみ）

・話し相手　　・安否確認

・将棋の相手（1時間程度）

現在の対応可能地区
・北筋地区　　・一ツ松地区

・高瀬地区　　・垣倉地区　・畑浦地区

・金屋地区　　・市場地区

・中井原地区　・修理川地区

申し込み・お問い合わせ「ぬくもりの輪」事務局

代表　二階 健 　　☎ 52‐ 7253
向林 義郎 　☎ 32‐ 3392

ていこうと、地域助け合いグ

ループ「ぬくもりの輪」が活

動しています。

ぬくもりの輪の皆さまから一言

自分たちの活動を知り、活用し
てもらいたい。仲間がまだまだ少
なく一部の地域での活動になって
いるので、一緒に活動してくれる
仲間を募集しています！
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41 度以下に！
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※

※
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６
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３
６
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有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境セン
ターで処理されており、その運営費の一部を分担金として支払っ
ています。分担金はごみ搬入量と人口に基づいて計算され、10kg
当たり約 250 円かかることになります。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量によっ

て環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。
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保育所での「夏の思い出」を紹介します！
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ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

のはなはるか　原画展
10/1（火）～ 10/31（木）
時間／平日 10:00 ～ 19:00、

土日祝 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館
（祝日の場合は翌日休館）
※ 10 月 10 日（木）は臨時休館日
※最終日は 15:00 で終了

のはなはるかさんイベント
「きみも　たんていになって
　まちのみんなを　探そう！」
日時／ 10 月 26 日（土）14:00 ～
場所／ちいさな駅美術館
定員／親子 10 組（先着順）　参加費／無料
申し込み／ちいさな駅美術館で受け付け中

※電話申し込み可
※定員になり次第受け付け終了

新着図書案内
■一般書
八本目の槍　……………………　今村翔吾／著
猫をおくる　………………………　野中柊／著
てんげんつう　……………………　畠中恵／著
夏の騎士　………………………　百田尚樹／著
手のひらの楽園　……………　宮木あや子／著
将軍の子　……………………　佐藤巖太郎／著
神様の暇つぶし　…………………　千早茜／著

■児童書
タヌキのきょうしつ　…　山下明生／作　長谷川義史／絵
ちびねこのチュチュと、スプーンのあかちゃん

　…　二宮由紀子／作　牧野千絵／絵
焼けあとのちかい　…　半藤一利／作　塚本やすし／絵
ロージーのひよこはどこ？　…　パット・ハッチンス／作
きんぎょすくいめいじん　…　松成真理子／作
すごいたいじゅうでうごきません。　

…　平田昌広／作　平田景／絵

　10 月 10 日（木）は ALEC・ちいさな駅美術館の、15 日（火）
は金屋図書館・しみず図書室の臨時休館日とします。
図書の返却は、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

10 月の移動図書館
10月 1日（火）　小川小学校　　　13:00～13:30
10月 2日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
10月 4日（金）　八幡小学校　　　13:00～13:45

　西ケ峯小学校　　15:25～15:45
10月 9日（水）　安諦小学校　　　12:40～13:00

　しみず園　　　　15:30～16:00
10月10日（木）　鳥屋城小学校　　13:00～13:30
10月16日（水）　小川小学校　　　13:00～13:30

　こころの医療センター　14:10～14:30
10月18日（金）　石垣小学校　　　13:00～13:30

西ケ峯小学校　　15:25～15:45
10月29日（火）　八幡小学校　　　13:00～13:45

10 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／10月12日（土）10:30～（約30分間）
場所／金屋図書館
②日時／ 10 月 5日（土）、19 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分間）
場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 10 月 8日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

■えほんルーム
日時／ 10 月 3日（木）、6日（日）

いずれも 10:00 ～ 12:00
場所／金屋図書館

■えほんひろば
日時／ 10 月 27 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／ ALEC 内廊下

申し込み不要
・参加費無料

有田川 Library 図書貸し出しカード
新カードへの切り替えのお願い

来年 1月から ALEC の図書利用に際し、「ウォークスル
ーシステム」（自動図書貸し出し機）を導入します。
これに伴い、町の学校図書館を除く公共の図書施設をご

利用の皆さまには、現在お持ちの利用カードから新しい利
用カードへの切り替えが必要となります。
大変ご面倒をおかけしますが、ご本人のお名前・現住所

を確認できるもの（住所が印字されているもの）をお持ち
の上、新しいカードの交付手続きを行っていただきますよ
うお願いいたします。詳しくは全戸配布いたしますチラシ
をご覧ください。

●交付場所／金屋図書館・ALEC・ちいさな駅美術
館・しみず図書室
●無料交付期間／11月1日（金）～令和2年3月31日（火）
※令和2年4月1日以降は再発行手数料（300円）が必要です。
●問い合わせ／金屋図書館・ALEC
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田
有
／

‐
４
６
☎
（
約
予
話
電
へ
課
民
県
務

）
７
５
２
１

着
先
※

9
人

談
相
民
県
課
活
生
民
県
県
山
歌
和

室　

６
５
３
２
‐
１
４
４
‐
３
７
０
☎

◆
◆
◆

6

●

時
日

／
11
月
2

）
土
（
日

10

12
時

●

所
場

A
L
E
C
）

●

象
対

保
の
中
て
育
子
、
で
住
在
内
町
／

）
者
育
養
・
母
父
祖
・
母
父
（
者
護

●

師
講

／
N
P
O

人
法

C
o
m

て
育
子

表
代
会
絡
連
ム
ラ
グ
ロ

 

氏
子
賀
千
本
松

●

員
定

／
80

）
順
着
先
（
人

●

け
付
け
受

間
期
付
受
・

／
10
月
15

11
月

1

）
金
（
日

法
方
み
込
し
申
・

口
窓
は
た
ま
話
電
／

。
料
無
加
参
※

方
の
望
希
ご
。）
順
着
先
（
り
あ
児
託
※

は
10
月
24

込
し
申
お
に
で
ま
）
木
（
日

。
い
さ
だ
く
み

ま
り
あ
は
と
こ
う
惑
戸
に
て
育
子
々
日

ン
レ
ア
ペ
ス
ン
セ
ン
モ
コ
「
？
か
ん
せ

増
を
動
行
い
し
ま
望
て
し
ら
減
を
動
行
題

大
を
法
方
の
児
育
な
的
果
効
の
め
た
す
や

リ
メ
ア
、
る
け
付
に
身
が
）
ど
な
親
（
人

毎
。
す
で
ム
ラ
グ
ロ
プ
た
れ
さ
発
開
で
カ

ん
せ
ま
み
て
し
に
考
参
の
て
育
子
の
日

。
か

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

◆
◆
◆

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
児
小

成
助
に
種
接
防
予●

間
期
種
接

／
10
月
1

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
31

）
金
（
日

●

者
象
対

れ
さ
録
登
民
住
に
町
川
田
有
／

和
令
、
で
方
る
い
て

2
年
1
月
31

時
日

後
生
で
点

1

和
令
り
あ
で
上
以
歳

2
年

3
月
31

で
点
時
）
末
度
年
元
和
令
（
日

16

も
ど
子
の
満
未
歳

●

数
回
成
助

に
末
度
年
元
和
令
・

13

も
ど
子
の
満
未
歳

／
1

し
対
に
人

2

で
ま
回

に
末
度
年
元
和
令
・

13

上
以
歳

16

満
未
歳

／
も
ど
子
の

1

し
対
に
人

1

で
ま
回

●

額
成
助

／
1

り
た
あ
回

0
0
0
3

円

。
す
ま
し
と
額
限
上
を

合
場
る
回
下
を
額
限
上
が
用
費
種
接
※

。
す
ま
り
な
に
額
成
助
が
額
の
そ
、
は

●

は
に
る
け
受
を
成
助

／
9

町
に
旬
下
月

な
状
任
委
請
申
（
内
案
に
者
象
対
ら
か

予
。
す
ま
い
て
し
送
郵
を
）
類
書
の
ど

発
が
町
、
し
約
予
に
関
機
施
実
種
接
防

。
い
さ
だ
く
て
け
受
を

い
て
い
届
が
内
案
で
係
関
の
ど
な
入
転
※

。
い
さ
だ
く
談
相
ご
は
合
場
い
な

行
水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

室
祉
福
民
住
局
政

4



◆
◆
◆

給
受
費
療
医
庭
家
親
り
と
ひ
「

き
続
手
新
更
の
」
証
者
格
資

費
療
医
庭
家
親
り
と
ひ
、
ら
か
度
年
今

が
限
期
効
有
の
証
者
格
資
給
受

11
月
1
日

10
月
31

し
ま
り
な
に
更
変
に
日

、
は
証
者
給
受
の
ち
持
お
在
現
。
た

10
月

31

。
す
ま
れ
切
が
限
期
で
）
木
（
日

11
月る

す
し
渡
お
を
証
者
給
受
い
し
新
の
降
以

。
い
さ
だ
く
し
越
お
に
き
続
手
新
更

申
と
内
案
に
前
事
は
に
者
当
該
、
お
な

。
す
ま
し
り
送
お
を
紙
用
書
請●

の
も
な
要
必
に
き
続
手
新
更

請
申
①
／

書 

証
険
保
康
健
る
い
て
し
入
加
②

 

③

証
者
給
受
の
ち
持
お
在
現

 

鑑
印
④

 

⑤

）
ど
な
証
許
免
（
類
書
認
確
人
本

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

度
制
療
医
者
齢
高
期
後

内
案
ご
の
定
認
害
障

る
あ
の
害
障
上
以
定
一

65

上
以
歳

74
歳者

齢
高
期
後
り
よ
に
請
申
、
は
方
の
下
以

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す
入
加
に
度
制
療
医●

は
と
害
障
の
上
以
定
一

金
年
礎
基
害
障
る
よ
に
法
金
年
民
国
①

1

び
よ
お
級

2
級

び
よ
お
級
３
・
２
・
１
帳
手
者
害
障
体
身
②

害
障
の
次
の
級
４

害
障
語
言
・
声
音
・

の
も
く
欠
を
指
の
て
全
の
肢
下
両
・

の
腿
下
の
肢
下
一
・

2

の
分

1

欠
を
上
以

の
も
く

害
障
い
し
著
の
能
機
の
肢
下
一
・

ど
な
―
―

帳
手
祉
福
健
保
者
害
障
神
精
③

1

よ
お
級

び
2
級

帳
手
育
療
④

A
1

び
よ
お

A
2

●

先
請
申

や
・）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住
／

水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
祉
福
ぎ
ら
す

室
祉
福
民
住
局
政
行

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住◆

◆
◆

減
軽
税
費
消
・
法
税
人
法
正
改

度
制
率
税

 

会
明
説（

度
年
元
和
令

9
1
0
2

の
）
度
年

軽
税
費
消
び
よ
お
等
項
事
正
改
法
税
人
法

い
行
を
会
明
説
、
て
い
つ
に
度
制
率
税
減

。
す
ま●

時
日

／
10
月
15

）
火
（
日

13
時
30

15
時
30
分

●

所
場

3

島
箕
市
田
有
（
室
議
会
大
階

27

）
地
番

●

催
主

人
法
団
社
益
公
・
署
務
税
浅
湯
／

会
協
税
納
浅
湯

署
務
税
浅
湯

　

１
５
３
５
‐
３
６
☎

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
者
齢
高

成
助
に
種
接
防
予●

間
期
種
接

／
10
月
1

2

（
年

0
2
0
2

）
年

1
月
31

）
金
（
日

●

者
象
対

さ
録
登
民
住
に
町
川
田
有
①
／る

い
て
れ

65

方
の
上
以
歳

　

川
田
有
②

る
い
て
れ
さ
録
登
民
住
に
町

60

上
以
歳

65

呼
、
臓
腎
や
臓
心
、
で
方
の
満
未
歳

り
回
の
身
り
あ
が
害
障
に
能
機
の
器
吸

お
、
方
る
れ
さ
限
制
に
度
極
が
活
生
の

る
よ
に
ス
ル
イ
ウ
全
不
疫
免
ト
ヒ
び
よ

活
生
常
日
り
あ
が
害
障
に
能
機
の
疫
免

方
な
能
可
不
ど
ん
と
ほ
が

●

用
費
種
接

円
０
０
３
１
／

康
健
、
は
方
る
い
て
け
受
を
護
保
活
生
※

祉
福
民
住
局
政
行
水
清
は
た
ま
課
進
推

と
く
だ
た
い
き
続
手
お
に
前
種
接
で
室

を
鑑
印
、
際
の
そ
。
す
ま
り
な
に
料
無

。
い
さ
だ
く
ち
持
お

は
数
回
成
助
※

1

。
す
で
回

●

は
に
る
け
受
を
種
接

の
内
市
郡
田
有
／

療
医
、
は
合
場
る
す
種
接
で
関
機
療
医

だ
く
て
し
種
接
て
し
約
予
接
直
に
関
機

合
場
る
す
種
接
で
外
市
郡
田
有
。
い
さ

局
政
行
水
清
は
た
ま
課
進
推
康
健
、
は

さ
だ
く
絡
連
ご
に
前
事
へ
室
祉
福
民
住

。
い

行
水
清
・）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

室
祉
福
民
住
局
政

◆
◆
◆

10

血
献
の
月

●
10
月
11

）
金
（
日

店　

10

12
時

）
株
（
設
建
工
鉄
島
竹
・

　

13
時
30

16
時
30
分

●
10
月
18

）
金
（
日

校
学
等
高
央
中
田
有
立
県
・

　

9
時
30
分

12
時

舎
庁
屋
金
・

　

13
時
30

16
時

）
舎
庁
屋
金
（
課
進
推
康
健

わ
が
だ
り
あ
報
広

8

正
訂
と
び
わ
お
る
す
関
に
号
月

17

を
画
計
止
防
害
被
獣
鳥
町
川
田
有
「
せ
ら
知
お
頁

文
本
の
」
訂
改

14

記
と
」
の
ど
な
入
浸
の
屋
家
「
に
目
行

。
す
で」
の
ど
な
入
侵
の
屋
家
「は
く
し
正、
が
た
し
ま
し
載

わ
が
だ
り
あ
報
広

9

正
訂
と
び
わ
お
る
す
関
に
号
月

8
頁

ろ
後
文
本
」。
』
力
像
想
『
は
』
力
災
防
『「
集
特

ら
か

2

せ
出
合
り
取
も
て
い
て
し
傷
損
が
宅
自
「
に
目
行

損
が
宅
自
「
は
く
し
正
、
が
た
し
ま
し
載
記
と
」
所
場
る

。
す
で
」
所
場
る
せ
出
り
取
も
て
い
て
し
傷

17

康
健
「
頁4

児
月
カ

）
年
９
１
０
２
（
年
元
和
令
「
は
者
象
対
の
診
健

5

生
月

。
す
で
」
れ
ま

こ
こ

、
お
な
。
す
ま
げ
上
し
申
び
わ
お
、
し
正
訂
に

4
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◆
◆
◆

い
願
お
の
力
協
ご
の
へ
査
調
籍
地

土地所有者にとっては、こんなことに役立ちます
土地取り引きが
円滑にできる

土地トラブルの
未然防止

課税の適正化 境界確定の費用が
かからない

正確な土地の状況が登記簿に
反映されるため、安心して土地
取り引きができるようになりま
す。

固定資産税の課税基礎となる
土地の面積が正確に測量される
ため、課税の適正化に役立ちま
す。

土地の境界が不明瞭だとさま
ざまなトラブルが発生しがちで
すが、地籍調査をすることで未
然に防ぐことができます。

個人で境界を確定するために
は、測量や法務局への申請など
の費用がかかりますが、地籍調
査では必要ありません。

10

で
町
川
田
有
。
す
で
間
月
地
土
は
月和

昭
は

60

（
度
年

5
8
9
1

ら
か
）
度
年

30
年

（
度

8
1
0
2

は
率
捗
進
の
末
）
度
年

77

1

、
し
指
目
を
了
完
期
早
も
後
今
。
す
で
％

さ
皆
き
続
き
引
、
で
の
す
ま
き
い
て
し
進
推

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
と
解
理
ご
の
ま

）
舎
庁
屋
金
（
課
査
調
籍
地

◆
◆
◆

集
募
者
居
入
宅
住
営
町

●

間
期
付
受
込
申

／
10
月
15

10
月
29

）
火
（
日

。
う
伴
に
時
日
庁
開
場
役
は
時
日
付
受
※●

所
場
付
受
込
申

環
設
建
局
政
行
水
清
／所

張
出
各
・
室
境

●

他
の
そ

定
規
の
定
一
ど
な
限
制
得
所
は
に
居
入
・

。
す
ま
り
あ
が

。
す
ま
し

合
場
た
え
超
を
数
戸
集
募
が
者
募
応
・

を
者
居
入
り
よ
に
定
規
の
例
条
町
、
は

。
す
ま
し
定
決

室
境
環
設
建
局
政
行
水
清

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
・
省
衛
防

目
種
各

 

集
募
の
官
衛
自

●

集
募
の
生
補
候
官
衛
自

間
期
付
受
・

験
試
各
（
て
じ
通
を
間
年
／）

で
ま
日
前

日
験
試
・

／
10
月
20

）
日
（
日

格
資
・

／
18

上
以
歳

33

年
（
者
の
満
未
歳

せ
わ
合
い
問
お
は
て
い
つ
に
日
準
基
齢

）
い
さ
だ
く

●

会
明
説
集
募
種
各

で
所
内
案
集
募
田
有
／

日
平

9

17
時
30

中
施
実
時
常
に
分

部
本
力
協
方
地
山
歌
和
隊
衛
自
省
衛
防

 

田
有
（
所
内
案
集
募
田
有

町
崎
宮
市

1
0
6
‐
2
）　１

３
６
６
‐
２
８
☎

　

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

川合 川合 248 番地 2 1 戸 1万 2,500 円～ 2 万4,600 円 平成 3年（1991 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 67.9㎡

楠本 楠本 417 番地 1戸 1万 2,000 円～ 2 万3,600 円 平成元年（1989 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 65.2㎡

小峠 清水 155 番地 1戸 1万 8,500 円～ 3 万6,400 円 平成 9年（1997 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 79.4㎡

小原 清水 680 番地 1戸 1万 4,400 円～ 2 万3,400 円 昭和 63 年（1988 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 71.8㎡

久野原 久野原 464 番地 1 2 戸 1万 6,700 円～ 3 万2,800 円 平成 6年（1994 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 78.1㎡

板尾 板尾 498 番地 2戸 9,300 円～ 1万 8,300 円 昭和 60 年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

押手 押手 274 番地 1 1 戸 1万 6,000 円～ 3 万1,400 円 平成 7年（1995 年）建築、木造 2階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



り
つ
ま
ん
ど
ん
ど

 

置
設
に
祭
化
文

●

時
日

／
10
月
20

）
日
（
日

9

14
時

30
分

●

所
場

館
育
体
び
き
／

●

者
象
対

れ
さ
録
登
民
住
に
町
川
田
有
／

ナ
イ
マ
の
り
入
真
写
顔
、
で
方
る
い
て方

で
場
会
祭
化
文
り
つ
ま
ん
ど
ん
ど
、
め
た

請
申
、
は
で
口
窓
の
こ
。
す
ま
し
設
開
を

申
、
め
じ
は
を
影
撮
料
無
の
真
写
顔
の
用

ま
い
行
を
行
代
送
発
・
助
補
載
記
の
書
請

。
す

の
き
付
真
写
顔
。
す
ま
れ
ら
け
受
で
料
無

、
か
ほ
る
き
で
用
利
て
し
と
書
明
証
分
身

請
申
付
交
ひ
ぜ
に
会
機
の
こ
、
で
の
な
定

。
ん
せ
ま
り
あ
要
必

。
ん
せ
ま
き
で
は
と
こ
る
す
し
渡
お
に

が
備
準
付
交
。
す
ま
り
か
か
度
程
間
週

る
す
送
郵
を
せ
ら
知
お
で
点
時
た
き
で

要
必
る
す
庁
来
で
ま
口
窓
が
人
本
る
け

。
す
ま
り
あ
が

。
い
さ
だ
く
し
越

）
舎
庁
備
吉
（
課
民
住

点
拠
援
支
ず
ろ
よ
県
山
歌
和

座
講
前
出
ニ
ミ

に
国
全
が
国
は
」
点
拠
援
支
ず
ろ
よ
「

県
。
す
で
所
談
相
営
経
の
料
無
る
す
置
設

に
会
談
相
張
出
な
的
期
定
の
で
局
興
振
内

な
ま
ざ
ま
さ
の
け
向
者
業
事
模
規
小
・
業

の
関
機
援
支
。
す
ま
い
て
し
催
開
を
座
講

活
ご
ひ
ぜ
は
ま
さ
皆
の
所
業
事
、
ま
さ
皆

。
い
さ
だ
く
用●

例
座
講

　方
る
え
変
に
店
盛
繁
を
店
お
の
た
な
あ

「」
法

W
E
B

ど
な
」
方
り
作
の
み
組
仕
の
客
集

●

件
条
催
開

数
人
加
参
／

3

上
以
人。

い
さ
だ
く
談
相
ご
は
細
詳
※

https://
yorozu-w

akayam
a.jim

do.com
/
出

前
講
座

財
興
振
業
産
ま
や
か
わ
）
財
公
（

団 

点
拠
援
支
ず
ろ
よ

　

‐
３
７
０
☎

０
０
１
３
‐
３
３
４

　

編集後記
だんだん涼しくなってきましたね。秋です

ね～！今年も夏らしいことをせずに夏が終わっ
てしまったような気がします。
さて、今月号の表紙はあらぎ島での稲刈り

体験。この日はかなり気温が高く、参加者の皆
さんもかなり暑そうでした…。おつかれさまで
した！

（涼しくなってきたから出かけたい
　西岡紗希）

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。
一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！「ごめんなさい」

②
手を開き、指
をそろえて
下ろしながら
頭を下げる。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 8回

①
親指と人さし指で
眉間をつまむ。

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



10
月
9

ら
か
日

始
開
を
用
運
の
号
番
話
電
通
直10

月
9

田
有
の
来
従
、
ら
か
）
水
（
日

２
５
‐
７
３
７
０
「
話
電
表
代
場
役
町
川

の
へ
署
部
各
、
て
え
加
に
」
１
１
１
２
‐

導
を
）
ン
イ
ル
ヤ
イ
ダ
（
号
番
話
電
通
直

、
際
る
け
か
を
話
電
に
場
役
。
す
ま
し
入

の
記
下
で
と
こ
る
け
か
に
号
番
話
電
通
直

。
す
ま
り
が
な
つ
接
直
に
署
部

か
に
話
電
表
代
場
役
町
川
田
有
、
お
な

を
台
換
交
話
電
り
通
来
従
、
は
話
電
た
け

。
す
ま
し
ぎ
な
つ
お
に
署
部
当
担
て
し
通

、
い
伴
に
入
導
号
番
話
電
通
直

10
月
5こ

。
す
ま
い
行
を
事
工
話
電
に
）
土
（
日

話
電
の
へ
場
役
で
帯
間
時
の
部
一
は
日
の

理
ご
。
す
ま
り
あ
が
合
場
る
な
と
通
不
が

。
す
ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
と
解

）
舎
庁
備
吉
（
課
務
財

有田川町役場　直通電話番号（ダイヤルイン）一覧

吉備庁舎 金屋庁舎 清水行政局

課名 直通番号
（市外局番　0737） 課名 直通番号

（市外局番　0737） 課名 直通番号
（市外局番　0737）

住民課 22-3271 やすらぎ福祉課 22-4501 住民福祉室 22-7101

税務課 22-3272 長寿支援課 22-4502 産業振興室 22-7105

会計課 22-3274 健康推進課 22-4503 建設環境室 22-7365

建設課 22-3281 産業課 22-4504 総務政策室 22-7367

環境衛生課 22-3282 商工観光課 22-4506

総務課 22-3291 地籍調査課 22-4511 金屋文化保健センター

財務課 22-3292 こども教育課 22-4512 文化保健センター 22-4521
（市外局番　0737）

企画調整課 22-3293 社会教育課 22-4513

議会事務局 22-3294

代表電話「0737‐ 52 ‐ 2111」は
引き続きご利用いただけます！

※ 10月 9日運用開始分
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広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）
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10 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。
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あ
で
徴
特
も
と
こ
る
い
て
れ
優
も
で
面
境
環
、
ど
な
る
き
で
用

。
す
ま
え
い
と
根
屋
た
し
適
に
土
風
や
候
気
の
本
日
、
り

葺
茅
に
共
と
化
変
の
会
社
や
式
様
活
生
は
で
在
現
、
し
か
し

た
れ
さ
定
指
に
財
化
文
は
物
建
の
ま
ま
の
き
葺
茅
の
ら
が
な
昔

定
指
に
財
化
文
要
重
の
国
。
す
ま
い
て
れ
ら
限
ぼ
ほ
に
物
建

堂
師
薬
寺
祥
吉
・）
区
地
河
野
岩
（
堂
本
寺
音
法
る
い
て
れ
さ（

粟
生

・）
区
地

雨
錫
寺
阿
弥
陀
堂

指
県
や
）
区
地
原
野
杉
（

建
な
的
表
代
が
）
区
地
川
二
（
台
舞
回
社
神
山
城
の
財
化
文
定

い
深
、
や
根
屋
な
き
大
の
配
勾
急
。
す
で
物

庇

な
し
出
り
張
の

形
、
れ
ま
育
に
土
風
の
本
日
で
中
の
史
歴
い
長
。
す
で
物
建
な

伝
の
そ
、
れ
訪
を
物
建
る
あ
の
根
屋
き
葺
茅
た
き
て
れ
ら
く
づ

れ
か
葺
で
物
植
ど
な
シ
ヨ
・
ラ
ワ
や
キ
ス
ス
は
と
根
屋
き
葺
茅

年
０
０
０
３
万
１
約
（
代
時
文
縄
は
で
本
日
、
で
称
総
の
根
屋
た

屋
瓦
、
り
お
て
れ
さ
用
使
に
居
住
の
）
前
年
０
０
５
２
約
ら
か
前

。
す
ま
り
あ
が
史
歴
い
古
に
か
る
は
て
べ
比
に
根

）
ｍ
０
７
８
高
標
（山
石
生
る
が
た
ま
に
町
野
美
紀
と
町
川
田
有

で
原
草
の
キ
ス
ス
な
大
広
と
望
眺
の
度
０
６
３
の
ら
か
頂
山
は
に

周
は
て
つ
か
、
が
る
あ
が
園
公
然
自
立
県
な
名
有

接
密
に
活
生
の
々
人
て
し
と
場
り
取
茅
の
域
地
辺

。
た
し
で
所
場
た
し

徴
特
た
れ
優
の
か
つ
く
い
、
は
に
根
屋
き
葺
茅

さ
高
の
性
熱
断
は
て
し
と
点
な
的
表
代
、
り
あ
が

キ
ス
ス
る
あ
で
料
原
の
根
屋
。
す
ま
れ
ら
げ
あ
が

ま
い
て
れ
わ
い
と
い
か
暖
は
場
冬
く
し
涼
は
夏

雨
、
り
お
て
れ
優
変
大
も
に
性
音
吸
、
た
ま
。
す

急
、
と
る
入
に
中
の
物
建
の
根
屋
き
葺
茅
に
日
の

感
を
さ
け
静
の
ど
ほ
る
な
く
な
え
こ
聞
が
音
雨
に

、
や
と
こ
い
良
が
性
気
通
も
に
他
の
こ
。
す
ま
じ

の
そ

87
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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